
２０２１年のＧＷ・コロナと政治、春の農作業 

 

今月の 1日は土曜日です。その後 5日までの連休はどのように過されましたか？ 

コロナのまん延防止等重点措置や緊急事態宣言などの発令で、この連休は昨年に続いて有意義 

ではないものになってしまいましたね。 

先月は早咲きの桜を愛でることも無く、もちろん杯を交わすことも有りませんでした。 

寂しいですね。 

 

 

 

解決方法が有るのにもそれを使えないというもどかしさ、これは政治家が悪いという他には言葉が 

見つかりません。 

唯一の解決策であるワクチンに関しても、みずから先進国と自負する日本にも拘らず、生産も数の 

手配さえも出来ないのです。イスラエルはきちんと数を用意して国民に接種出来ているし、マスク無しの 

日常が戻りつつあると報道されております。 

渡米した首相が製薬会社のトップと電話会談をして、9月末までには接種が出来るとの事ですが、 

これもまた遅れるのではないかと勘繰ってしまいます。 

医療従事者優先が、高齢者優先に変わったのは、来るべき衆院選の作戦の一つとまで言われて 

おります。 

お年寄りを大切にする政党・・・。美しく響きますね。 

しかし、オリンピック開催までの国民の接種は難しいようです。そんな状態や変異株の猛威の国での 

五輪開催、出来るのかなあ・・。 

事の初めを大々的に報道し、いかにも完全に着手しているように見せかける常套手段、これは政策 

の一つなのですかね。 

わずかの数のワクチンしか用意出来ていないのに、あたかも十分なように見せかける、正にカラクリ 

空手形です。 

全くうんざりです。 

迫り来る衆議院選挙作戦かもしれません。騙されないようにしましょう。 

 

 

 

春の農作業も真っ盛り、スイカに田植えに。 

特にスイカに関しては、腰や膝を痛めることが多くなるのではないかと心配しています。 

長時間同じ姿勢を続けることは、いろいろな部分に障害をもたらします。 

時々腰や膝を伸ばすような事を行えば、少々作業速度が遅くなっても、体への被害も少ないことに 

なります。生き物ですので、無理しない、そして自己を過信しないことです。 

永く良い状態を保って暮らすこと、これが一番ですよ。 

 

来月、またお会いしましょう、コロナに捲かれないように。気を付けて・・・。 

 

院長 清治 邦夫 


